
教 育 目 標  

自ら考え主体的に学ぶ生徒 

明るく思いやりのある生徒 

健康でよく働く生徒 

 第２０号 

平成２９年１０月１９日発行 

須賀川市立第二中学校 

☎７５－２９１０ 

発行責任者：校長 高崎則行  

 

職場体験を「なりたい自分に近づく努力」につなげる 
 ２年生で実施する職場体験が、９月２１日（木）に予定どおりに終了しました。このために、生徒は

「総合的な学習の時間」で、６月から「職場や意見の意義」「適性の理解」「職場体験先の選択」「職場体

験の準備」と１４時間の学習を進め、職場体験後は「まとめと発表」（３時間）の学習に取り組んできま

した。１０月２０日（金）の校内文化祭でその一端をご披露する予定です。生徒の学習の成果をご覧の

上、評価いただきたいと考えております。 

さて、すでにご承知の方も大勢いらっしゃると思いますが、「子どもたちの６５％は、大学卒業後、今

は存在していない職業に就く。」「今後１０～２０年程度で、約

４７％の仕事が自動化される。」という学説があります。私は、

「今後ほとんどの人が何度か職業を選び直す時代が来るのだ」

と理解しています。 

生徒は、収入や地位・名誉、性格や適性などの要件をもとに

職業を選択することを学習しました。しかし、夢や希望をもち、

実現しようという強い決意で努力できるということが、どんな

職業を目指す場合でも最高の適性です。つまり、今の自分の能

力等に目標を合わせるのではなく、目標に自分の能力等を近

づけられるようにすることが大切なのです。私は、これを「な

りたい自分に近づく努力」と表現し、その大切さを生徒に訴え

ていくつもりです。 

今回の職場体験によって、「なりたい自分」に近づくために

一日一日を大切にし、自分のベストを尽くそうとする姿勢が

育まれることを期待します。そのことによって可能性は大き

く膨らむのです。 

今回の職場体験でお世話になった事業所は、次号（第２１

号）に掲載します。 

学校だより「岩瀬ヶ丘」 
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公立岩瀬病院 

夢 菓子工房かめまん 

須賀川二小 

ヨークベニマル 



第２回奉仕作業 

ご協力ありがとうございました  
 ９月２３日（土）には、あいにくの雨模様

の中、早朝の奉仕作業に大勢の保護者の皆様

のご協力をいただきました。おかげさまで、

日常の清掃活動などでは手の回らないフェ

ンス外側の法面（のりめん）や植木の周囲なども

たいへんきれいになりました。 

 また、当日は松明づくりに用いる竹切り作

業も行い、９月３０日（土）には松明の中に

詰める茅刈り作業も終了しました。 

 皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 

 須賀川市・同体育協会表彰 
優秀指導者賞２名、優秀選手賞１０名  

９月３０日（土）、第 50回記念市民体育最総合開会

式が行われ、本校の教員と生徒が次のとおり表彰され

ました。（○に数字は学年です。） 

優秀指導者賞 根 元  仁（ソフトテニス） 

       森尾 文恵（柔道） 

優秀選手賞 鎌田 美樹②（ソフトテニス） 

       永沼さくら②（  〃   ） 

       森  駿 介③（柔道） 

       齊藤 なお③（山岳・ボルダリング） 

       渡辺 瑞季①（女子野球） 

       會田 侑来①（銃・短剣道） 

       矢 吹  葵①（銃・短剣道） 

       中川 諒久③（銃・短剣道） 

       斑目 穂高②（銃・短剣道） 

       菊地 美衣②（銃・短剣道） 

ひと味違うぞ！二中生 
 休み時間にお手洗いを使おうと私が廊下に出ると、女子生徒が二人、伸び上がりながら首を左右に振

り、職員室をのぞいていました。誰か、先生を探していたのでしょう。そして、 

 「あら、いらっしゃらない。」 

と、自然な口調でつぶやきました。 

 「自然に敬語が出てくるなんて、すごいねえ。」 

私は感心して、そう声をかけました。 

 福島県は、会津、相馬など、城下町だった一部の地域を除いて、方言学では「無敬語地域」に分類さ

れています。敬語を使用できるのは、学校や家庭での意図的な教育の成果に他ならないのです。 

 ちなみに、敬語表現には、①尊敬表現 ②謙譲表現 ③丁寧表現の

３種類あります。小学校に入学した時に「ことばの終わりに『です』、

『ます』をつけるのですよ。」と指導された、これは共通語の丁寧表現

です。福島県にも丁寧表現はあるので習得は比較的容易です。しかし、

尊敬表現と謙譲表現はありませんから、意識して獲得しないと、社会

に出たときに困ることも出てくることでしょう。 

 ３年生は、高校受験の面接のために今から実践し、おかしかったら

指摘してもらうといいですね。 

この学校だよりは、本校HPからもご覧いただけます。 

２０日（金）校内文化祭 

各学級、各生徒、頑張ってます！ 

是非お越し下さい 

http://www.fumira.jp/cut/helloween/file72.htm
https://www.sozai-library.com/sozai/8253

